
二
四
七

偏
旁
・
冠
脚
А

組
み

合
わ

せ

て

一
字
А

作
る

分
合
活
字

アイデアは秀、字形は不可

⦿

金
属
活
字
や
写
植
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
で
文
章
を
組
ん
だ
と
き
、
無
い
字
が
出
て
き
て
困
っ
た
と
い
う

経
験
を
持
つ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
写
植
文
字
盤
に
目
的
の
文
字
が
な
い
場
合
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
別

の
字
の
偏
や
旁
、
冠
や
脚
を
印
字
し
、
印
画
紙
を
上
手
に
切
り
離
し
て
貼
り
合
わ
せ
一
字
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
金
属
活
字
の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
活
字
を
切
り
離
し
て
一
字
を
作
り
ま
す
が
、
鉛
材
で
す
か
ら
工
作
機

械
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
鋳
造
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
と
か
、
母
型
が
な
い
場
合
に
限
っ
て
使
わ
れ
た
、

そ
の
場
限
り
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
「
作
字
」
と
い
う
方
法
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
で
は
切
っ
た
り

貼
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん
が
、
C
R
T
上
で
合
成
し
ま
す
か
ら
方
法
は
同
じ
で
す
。
違
う
の
は
作
字
さ
れ
た
文

字
を
保
存
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
と
似
た
よ
う
な
方
法
で
一
字
を
作
る
活
字
に
、
分ぶ
ん

合ご
う

活か
つ

字じ

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
作
字
と
根
本
的

に
違
う
の
は
、
分
合
活
字
は
最
初
か
ら
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
活
字
で
、
偏
と
旁
、
冠

と
脚
の
四
種
に
分
け
て
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
用
語
が
は
じ
め
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
明
治
二

（
一
八
六
九
）
年
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
年
の
一
一
月
上
海
か
ら
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
長
崎

に
来
て
、
活
字
印
刷
術
と
活
字
製
法
を
教
授
し
た
と
きD

ivisible type

と
い
う
用
語
で
伝
え
た
の
で
は
な

小
宮
山
博
史

ア
イ
デ
ア
は
秀
、字
形
は
不
可



二
四
八

アイデアは秀、字形は不可

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
上
海
美
華
書
館
の
旧D

ouble Sm
all Pica

二
号
とTw

o-line Brevier

三
号

は
分
合
活
字
で
す
。
日
本
は
美
華
書
館
の
活
字
を
導
入
し
ま
し
た
か
ら
、
本
木
昌
造
や
伝
習
生
に
は
当
然
そ

の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
で

は
日
本
の
活
字
見
本
帳
に
載
っ
て
い
る
分
合
活
字
は
、
と
思
っ
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
資
料
自
体
が

少
な
く
こ
れ
で
全
部
と
は
い
え
な
い
の
が
残
念
で
す
。

古
い
と
こ
ろ
で
は
紙
幣
局
活
版
部
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
発
行
の
総
合
見
本
帳
『
活
版
見
本
』
に
は

「
第
四
号
分
合
」
と
「
第
五
号
分
合
」
の
二
種
が
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
明
治
一
八
年
に
印
刷

局
活
版
部
が
出
し
た
『
活
字
紋
様
見
本
』
に
も
同
じ
も
の
が
載
っ
て
い
ま
す

★
図
六
五

。
四
号
で
は
三
分
の
一
幅
の
偏

二
〇
種
、
三
分
の
二
幅
の
旁
二
〇
種
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
文
字
が
二
〇
字
あ
り
ま
す
。
五
号
は
三

分
の
一
幅
の
偏
一
四
種
、
三
分
の
二
幅
の
旁
お
な
じ
く
一
四
種
で
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
文
字

一
四
字
が
載
っ
て
い
ま
す
。

東
京
築
地
活
版
製
造
所
発
行
の
活
字
総
数
見
本
帳
『
二
号
明
朝
活
字
書
体
見
本　
全
★
図
六
六

』
（
明
治
二
五
年
）
、『
五

号
明
朝
活
字
書
体
見
本 

全
』
（
明
治
二
七
年
）
に
は
「
分
合
文
字
」
と
い
う
名
前
で
分
合
活
字
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す

★
図
六
七

。
掲
載
の
二
号
分
合
文
字
は
、
三
分
の
一
幅
一
〇
〇
種
、
三
分
の
二
幅
九
〇
一
種
で
、
合
成
さ
れ
た

文
字
は
六
二
字
で
す
。
五
号
分
合
文
字
は
三
分
の
一
幅
八
五
種
、
三
分
の
二
幅
二
七
一
種
で
、
合
成
さ
れ
た

文
字
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
二
号
総
数
見
本
の
収
録
漢
字
は
七
、六
五
一
字
、
五
号
は
九
、三
六
八
字
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
あ
っ
て
も
出
現
予
測
の
で
き
な
い
不
足
字
種
へ
の
用
意
と
し
て
制
作
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
発
行
の
総
合
見
本
帳
『
座
右
の
友
第
二
』
と
明
治
三
三
年
発
行
の
『
新
製
見

本
』
の
価
格
表
に
は
二
号
と
五
号
の
「
分
合
字
」
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
年
ま
で
は
販
売
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
分
合
文
字
あ
る
い
は
分
合
字
は
二
号
と
五
号
だ
け
に
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り

ま
す
。

日
本
の
分
合
活
字
は
二
号
、
四
号
、
五
号
の
三
サ
イ
ズ
で
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
紙
幣
局
活
版
部
は
本
木

★
図
六
五
…
…
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
、
印
刷
局
活
版
部

刊
の
総
合
見
本
帳
『
活
字
紋
様
見
本
』
収
録
の
分
合
活
字
。

﹇
二
四
九
頁
参
照
﹈

★
図
六
六
…
…
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
、
東
京
築
地
活
版

製
造
所
刊
の
総
数
見
本
帳
『
二
号
明
朝
活
字
書
体
見
本　

全
』

収
録
の
分
合
活
字
。
単
体
の
二
号
漢
字
に
た
い
し
て
分
合
文
字

の
彫
刻
の
品
質
は
か
な
り
劣
る
。 

﹇
二
五
〇
・
二
五
一
頁
参
照
﹈

★
図
六
七
…
…
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
、
東
京
築
地
活
版

製
造
所
刊
の
総
数
見
本
帳
『
五
号
明
朝
活
字
書
体
見
本　

全
』

収
録
の
分
合
活
字
。 

﹇
二
五
二
・
二
五
三
頁
参
照
﹈



二
四
九

昌
造
と
一
緒
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
が
、
本
木
と
は
行
動
を
と
も
に
せ
ず
勧
工
寮
活
字
局
に

残
っ
た
人
々
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
活
字
局
は
明
治
七
年
太
政
官
印
書
局
に
統
合
さ
れ
、
印
書
局
は
明

治
八
年
大
蔵
省
紙
幣
寮
に
統
合
さ
れ
て
活
版
局
、
明
治
一
〇
年
紙
幣
局
活
版
部
、
明
治
一
一
年
大
蔵
省
印
刷

局
と
目
が
回
る
よ
う
な
組
織
変
更
で
す
。
四
号
に
分
合
活
字
が
あ
る
の
は
、
た
ぶ
ん
明
治
一
〇
年
ご
ろ
ま
で

の
本
文
活
字
の
大
き
さ
は
四
号
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
五



二
五
〇

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
六―

一



二
五
一

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
六―

二



二
五
二

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
七―

一



二
五
三

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
七―

二



二
五
四

⦿
分
合
活
字
の
制
作
者
と
制
作
年
を
日
本
で
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、『
印
刷
雑
誌
』
第
二
四
巻
第
一
号
（
昭

和
一
六
年
一
月
）
所
収
「
中
国
印
刷
術
の
発
達
に
就
き
て
」
で
す
。
以
下
分
合
活
字
の
部
分
を
引
用
し
ま
す
。

道
光
十
六
年
（
西
暦
一
八
三
六
年
）
フ
ラ
ン
ス
人
エ
ム
・
シ
ー
・
グ
ラ
ン
ド
（M

. C. G
rand

）
は
、
華
文
の
字

母
の
多
き
に
か
ん
が
み
て
、
華
文
合
せ
字
（
華
文
累
積
字
）
を
考
へ
た
。
そ
れ
は
部
首
と
原
字
を
分
け

た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
蜿
」「
碗
」「
妬マ
マ

」（
引
用
者
註
、

「
婉
」が
正
し
い

）
等
は
「
虫
」「
石
」「
女
」
と
「
宛
」
を
作
り
、

「
蜿
」
の
時
は
「
虫
」
と
「
宛
」
を
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
之
は
排
列
不
均
一
に
成
り
、
澳マ

カ

オ門
に
保
存
さ

れ
た
る
が
永
く
使
用
さ
れ
ず
遂
に
廃
止
さ
れ
た
。

原
文
は
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
上
海
の
商
務
印
書
館
発
行
の
『
最
近
三
十
五
年
之
中
国
教
育
』
所
収
「
三

十
五
年
来
中
国
之
印
刷
物
」
で
、
執
筆
は
女
性
の
賀が

聖せ
い

鼐だ
い

。
こ
れ
を
翻
訳
し
て
『
印
刷
雑
誌
』
に
紹
介
し
た

の
は
華
中
印
書
局
の
杉
山
憲
一
で
す
。

賀
聖
鼐
の
文
章
は
フ
ラ
ン
ス
人
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
正
し
く
、
あ
と
は
み
な
間
違
っ
て
い
ま
す
。

賀
聖
鼐
の
文
章
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
美
華
書
館
六
〇
年
史
に
相
当
す
るThe M

ission Press in 

China (G
ilbert M

cIntosh. A
m
erican Presbyterian M

ission Press. 1895)

で
す
。
原
文
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A
nother font w

as m
ade about the year 1836 by M

.C.G
rand, a type founder in 

Paris; the special characteristic of the font being the casting of the radical and 

prim
itive on separate bodies (e,g.,虫

宛
蜿
or魚

秋
) thus requiring few

 m
atrices.

ち
ょ
っ
と
寄
り
道
で
す
。

アイデアは秀、字形は不可

フ
ラ
ン
ス
人

M
・
C
・
グ
ラ
ン
ド

分
合
活
字
А

作
る



二
五
五

商
務
印
書
館
を
設
立
し
た
四
人
は
、
上
海
の
北
米
長
老
教
会
清
心
堂
が
運
営
す
る
学
校
清
心
書
院
で
学
ん

で
い
ま
す
。
清
心
堂
は
第
六
回
に
書
き
ま
し
た
が
、
ヘ
ボ
ン
と
岸
田
吟
香
が
『
和
英
語
林
集
成
』
の
印
刷
の

た
め
に
宿
泊
し
た
か
も
し
れ
な
い
場
所
で
す
。
一
九
〇
二
年
か
ら
三
年
か
け
て
北
四
川
路
横
浜
橋
北
に
印
刷

工
場
を
建
て
た
北
米
長
老
会
印
刷
所
美
華
書
館
か
ら
西
へ
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
宝
山
路
に
、
一
八
九
七
年

創
業
の
商
務
印
書
館
総
廠
は
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
越
し
て
き
た
の
は
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
で
す
か

ら
、
な
ん
だ
か
美
華
書
館
を
追
っ
て
き
た
み
た
い
に
み
え
ま
す
ね
。
し
か
し
商
務
印
書
館
は
一
九
三
二
年
の

第
一
次
上
海
事
変
で
日
本
軍
の
砲
爆
撃
を
受
け
て
破
壊
さ
れ
、
再
建
さ
れ
た
建
物
も
一
九
三
七
年
の
第
二
次

上
海
事
変
で
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
商
務
印
書
館
が
開
設
し
た
上
海
一
の
東
方
図
書

館
も
わ
ず
か
の
蔵
書
を
の
ぞ
い
て
灰
燼
に
帰
し
ま
し
た
。
美
華
書
館
も
は
っ
き
り
し
た
理
由
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
第
一
次
上
海
事
変
ご
ろ
に
は
廃
業
し
て
い
ま
す
。
ど
う
も
二
つ
の
印
刷
出
版
所
は
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
よ
う
で
す
。

破
壊
さ
れ
る
前
の
一
九
一
〇
年
前
後
の
商
務
印
書
館
の
内
部
を
、
ア
メ
リ
カ
人
女
性
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
タ

ッ
フ
ォ
ー
ド
（Francis Eugene Stafford

）
が
撮
影
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
詳
細
に
館
内
を
撮
影
し
た
も
の

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
見
た
と
き
は
興
奮
し
ま
し
た
。
本
の
名
は
『
20
世
紀
初
的
中
国

印
象
』
（
上
海
市
歴
史
博
物
館
編
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
刊
）
で
す
。
今
で
も
入
手
可
能
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
上
海
博
物
館
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
求
め
ま
し
た
。

アイデアは秀、字形は不可



二
五
六

⦿
も
っ
と
も
早
く
分
合
活
字
を
使
っ
た
印
刷
物
は
、
一
八
三
七
年
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
ポ
テ
ィ
エ
（Jean 

Pierre G
uillaum

e Pauthier

）
著
の
『
大
学Le tá hio, ou la grande étude

★
図
六
八

』
だ
と
思
い
ま
す
。
『
大
学
』

は
儒
教
の
経
書
で
す
が
、
そ
の
中
国
語
対
照
フ
ラ
ン
ス
語
訳
本
で
す
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
版
は
、
フ
ェ
ル
ミ
ン
・

デ
ィ
ド
ー
（Firm

in D
idot

）
の
印
刷
で
、活
字
は
「
王
立
印
刷
所
の
彫
刻
師
マ
ル
ス
ラ
ン
・
ル
グ
ラ
ン
（M

arcellin 

Legrand

）
が
鋼
鉄
に
彫
刻
し
た
漢
字
分
合
活
字
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
ポ

テ
ィ
エ
は
、
一
八
三
四
年
に
老
子
の
『
道
徳
経
』
（
遅
れ
て
一
八
四
二
年

に
刊
行
さ
れ
ま
し
た

）
の
対
照
訳
本
の
出
版
を
計
画
し
、
そ

れ
に
使
う
漢
字
活
字
の
彫
刻
を
王
立
印
刷
所
の
父
型
彫
刻
師
ル
グ
ラ
ン
に
依
頼
し
ま
す
。
ル
グ
ラ
ン
は
常
用

漢
字
二
千
字
の
父
型
彫
刻
を
快
諾
し
ま
す
。
こ
の
話
は
す
ぐ
さ
ま
広
東
に
も
伝
わ
り
、
月
刊
誌Chinese 

Repository

（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
が
一
八
三
二
年
五
月
広
東
で
創
刊
し
た

英
文
雑
誌
で
、
漢
字
活
字
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
☆
註
五
八

）
第
三
巻
第
一
一
号
（
一
八
三
五
年
三
月
）
に
そ
の

記
事
が
載
り
ま
し
た
。
記
事
の
表
題
は
「
漢
字
金
属
活
字　

パ
リ
に
お
け
る
鋼
鉄
製
パ
ン
チ
に
よ
る
漢
字
活

字
の
フ
ォ
ン
ト
鋳
造
の
提
案
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
版
木
に
よ
る
ス
テ
ロ
版
作
成
の
試
み
」
で
す
。
一
部
を

以
下
に
引
用
し
て
み
ま
す
（
『
印
刷
史
研
究
』
第
三
号
所
収
、
鈴
木
広
光
「
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

活
版
印
刷
史
料
訳
稿
（
下
）」
印
刷
史
研
究
会
発
行
、
一
九
九
六
年

）
。

ポ
テ
ィ
エ
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
金
属
活
字
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
最
近
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た
内
容

見
本
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
見
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
活
字
見
本
か
ら
、
ダ
イ
ア
氏
作
成
の
も
の

よ
り
活
字
の
ボ
デ
ィ
が
小
さ
く
、
フ
ェ
イ
ス
も
硬
く
不
自
然
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
ま
で
に

見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
活
字
の
な
か
で
は
、
明
ら
か
に
最
も
良
い
出
来
で
あ
る
。
か
っ
て
入
手
し
た
見

本
で
確
か
め
得
た
と
こ
ろ
で
は
、
活
字
の
サ
イ
ズ
は
グ
レ
ー
ト
プ
ラ
イ
マ
ー
に
相
当
す
る
。

 

活
字
サ
イ
ズ
はG

reat Prim
er

一
八
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
く
、Tw

o-line Brevier

一
六
ポ
イ
ン
ト
が
正

し
い
。
ダ
イ
ア
氏
作
成
と
い
う
の
はD

ouble Pica

二
四
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
と
賀
聖
鼐
の
文
章
に
あ
るM

. C. G
rand

はM
. Legrand

の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が

アイデアは秀、字形は不可

一
八
三
七
年
、

分
合
活
字
А

使
っ
た
本
が

パ
リ
で
出
版
さ
れ
る

★
図
六
八
…
…
一
八
三
七
年
パ
リ
の
フ
ェ
ル
ミ
ン
・
デ
ィ
ド
ー

印
刷
の
『
大
学
』。
扉
と
本
文
頁
。
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
字
は
だ
い

た
い
分
合
活
字
で
あ
る
が
、
特
に
上
下
合
成
の
も
の
が
悪
い
。

﹇
二
五
七
〜
二
五
九
頁
参
照
﹈

☆
註
五
八
…
…
こ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
活
字
は
、
ロ
ン

ド
ン
伝
道
会
宣
教
師
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
（Robert 

M
orrison

）
の
中
国
語
字
典
に
使
わ
れ
た
一
六
フ
ー
ル
ニ
エ

ポ
イ
ン
ト
長
体
漢
字
活
字
で
、
鋳
造
活
字
で
は
な
く
一
字
一
字

を
彫
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
語
字
典
は
全
五
巻
、
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
資
金
と
設
備
を
援
助
し
た
。
印
刷
は
イ
ギ

リ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ト
ム
ズ
（P. P. Thom

s

）。
一
八
一
五

年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
刊
行
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
は
官

憲
の
妨
害
に
よ
っ
て
広
東
を
去
り
、
三
五
年
マ
カ
オ
に
移
転
し

て
印
刷
活
動
を
継
続
し
た
。
マ
カ
オ
移
転
時
に
東
イ
ン
ド
会
社

の
活
字
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
活
字
は

一
八
五
六
年
一
二
月
一
四
日
火
災
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。



わ
か
り
ま
す
。The M

ission Press in China

の
原
稿
は
ペ
ン
に
よ
る
手
書
き
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

手
書
き
のLe
あ
る
い
はle
を
文
選
植
字
工
は
読
み
切
れ
ず
に
C.
と
理
解
し
て
し
ま
い
、
校
正
段
階
で
も
見
落

と
さ
れ
て
、M

. C. G
rand

が
一
人
歩
き
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
た
日
本
で
は
、
実
在
し
な
い
人
物
が
長
い
あ
い
だ
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
図
六
八―

一

二
五
七



二
五
八

★
図
六
八―

二

アイデアは秀、字形は不可



二
五
九

★
図
六
八―

三

アイデアは秀、字形は不可



二
六
〇

アイデアは秀、字形は不可

⦿
ル
グ
ラ
ン
彫
刻
の
分
合
活
字
は
早
い
段
階
で
国
外
に
販
売
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
『
大
学
』
が
刊
行
さ
れ
た

一
八
三
七
年
に
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
サ
ン
・
ラ
ッ
ツ
ァ
ー
ロ
島
に
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
修
道
院
の
印
刷
工
場
が
刊

行
し
た
総
合
見
本
帳Preces Sancti N

ersetis Clajensis Arm
eniorum

 Patriarchae

に
は
、
二
五

頁
に
わ
た
っ
て
こ
の
分
合
活
字
の
組
見
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

★
図
六
九

。
ル
グ
ラ
ン
の
分
合
活
字
が
で
き
る
ま
で

に
も
、
フ
ラ
ン
ス
王
立
印
刷
所
☆
註
五
九

は
す
で
に
一
六
ポ
イ
ン
ト
の
鋳
造
活
字
二
種
を
開
発
し
て
い
ま
す
が
、
市
販

品
で
は
な
く
王
立
印
刷
所
内
で
使
用
す
る
も
の
で
し
た

★
図
七
〇

。

中
国
に
展
開
す
る
キ
リ
ス
ト
教
各
派
は
文
書
伝
道
の
た
め
に
な
に
を
お
い
て
も
鋳
造
活
字
を
熱
望
し
て
い

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
の
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル
に
展
開
し
て
い
た
バ
プ
テ
ス
ト
派
も
鋳
造
活
字
や
彫
刻

活
字
を
一
八
一
〇
年
代
前
半
に
は
持
っ
て
い
ま
し
た
が

☆
註
六
〇

、
他
の
会
派
の
印
刷
物
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
中
国
学
の
進
展
を
考
え
れ
ば
、
か
な
り
多
く
の
漢
字
活
字
が
開
発
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
確
認
は
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
一
八
三
五
年
ご
ろ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
ダ
イ
ア
が
父
型
彫

刻
を
始
め
たD

ouble Pica

二
四
ポ
イ
ン
ト
活
字
と
、 Three-line D

iam
ond

一
三
・
五
ポ
イ
ン
ト
活
字
は
、

ダ
イ
ア
の
死
と
あ
と
を
引
き
継
い
だ
ス
ト
ロ
ナ
ッ
ク
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ー
ル
の
努
力
を
も
っ
て
し
て
も
ま

だ
ま
だ
完
成
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。

『
中
国
印
刷
史
』
を
書
か
れ
た
張
秀
民
先
生
は
、
北
米
長
老
会
は
一
八
三
六
年
に
一
組
三
千
字
を
五
千
元
で

購
入
し
、
マ
カ
オ
の
長
老
会
印
刷
所
に
送
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
う
記
述
す
る
根
拠
あ
る
い
は
原
典
を
書
い

て
お
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
正
し
い
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

The M
ission Press in China

で
は
、
北
米
長
老
会
印
刷
所
が
マ
カ
オ
に
進
出
し
た
の
は
一
八
四
四

年
で
す
。
マ
カ
オ
が
開
港
さ
れ
た
の
は
一
八
四
三
年
で
す
か
ら
、
一
八
三
六
年
に
は
印
刷
所
は
マ
カ
オ
に
は

な
い
は
ず
で
す
。
張
先
生
の
文
章
は
買
っ
た
と
き
と
送
っ
た
と
き
が
違
う
文
章
構
造
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

長
老
会
印
刷
所
の
初
代
所
長
と
な
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
コ
ー
ル
は
一
八
四
四
年
二
月
二
三
日
印
刷
機
と
と

も
に
マ
カ
オ
に
到
着
、
四
月
一
日
に
は
三
二
三
個
の
母
型
も
到
着
し
ま
す
。
宣
教
師
ラ
ウ
リ
ー
（W

alter 

Legrand

の

分
合
活
字
は

世
界
へ
広
が
る

★
図
六
九
…
…
一
八
三
七
年
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
ア
ル
メ
ニ
ア
修

道
院
印
刷
所
刊
の
総
合
見
本
帳
収
録
パ
リ
製
分
合
活
字
。
扉
と

活
字
見
本
部
分
。
こ
の
印
刷
所
が
分
合
活
字
を
使
っ
て
印
刷
し

た
刊
本
は
未
調
査
。 

﹇
二
六
二
〜
二
六
四
頁
参
照
﹈

★
図
七
〇
…
…
フ
ラ
ン
ス
王
立
印
刷
所
制
作
の
一
六
ポ
イ
ン
ト

正
体
活
字
。
一
八
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
作
ら
れ
た
活

字
で
、
中
国
四
川
省Li-m

ing-fou

で
彫
ら
れ
た
と
い
う
。

Li-m
ing

府
と
考
え
ら
れ
る
が
場
所
は
特
定
で
き
な
い
。
こ
の

他
に
同
じ
ポ
イ
ン
ト
の
平
体
活
字
も
作
ら
れ
た
。﹇二

六
五
頁
参
照
﹈

☆
註
五
九
…
…
フ
ラ
ン
ス
王
立
印
刷
所　
ル
イ
十
三
世
治
下
の

一
六
四
〇
年
、
国
王
の
栄
光
、
宗
教
の
発
展
、
文
学
の
進
歩
に

役
立
つ
出
版
物
を
刊
行
す
る
目
的
で
、
宰
相
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
に

よ
っ
て
ル
ー
ブ
ル
宮
に
設
立
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
の
激
動
の
時

代
、
名
称
を
次
々
に
変
え
な
が
ら
生
き
残
り
、
現
在
の
フ
ラ
ン

ス
国
立
印
刷
局
に
つ
な
が
る
。

一
八
〇
四
年―

一
八
一
五
年　

帝
立
印
刷
所

一
八
一
五
年―

一
八
四
八
年　

王
立
印
刷
所

一
八
四
八
年　
　
　
　
　
　
　

政
府
印
刷
所

一
八
四
八
年―

一
八
五
二
年　

国
立
印
刷
所

一
八
五
二
年―

一
八
七
〇
年　

帝
立
印
刷
所

一
八
七
〇
年
以
降　
　
　
　
　

国
立
印
刷
局

一
八
〇
四
年
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
皇
帝
即
位
の
年
、
一
五
年
は
ワ

ー
テ
ル
ロ
ー
で
の
敗
北
と
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
へ
の
流
刑
、
ル
イ

十
八
世
の
ブ
ル
ボ
ン
朝
復
活
、
四
八
年
の
二
月
革
命
で
ル
イ
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
退
位
と
第
二
共
和
制
成
立
と
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン

大
統
領
選
出
、
五
二
年
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
国
民
投
票
で
帝
位

に
就
き
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
な
る
。
七
〇
年
プ
ロ
シ
ア
と
戦
い

セ
ダ
ン
で
捕
虜
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
帝
政
が
終
る
。

帝
立
、
王
立
印
刷
所
の
所
有
す
る
外
国
語
書
体
の
豊
富
さ
は

有
名
で
、
多
く
の
活
字
見
本
帳
を
出
版
し
て
い
る
。
見
本
帳
の

末
尾
に
は
活
字
彫
刻
者
の
氏
名
と
彫
刻
年
を
明
記
。



二
六
一

アイデアは秀、字形は不可

M
acon Low

rie

）
が
こ
の
年
刊
行
し
た
分
合
活
字
の
見
本
帳
『
新
鋳
華
英
鉛
印
』
の
序
論
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
ま
す
。

東
洋
学
者
の
関
心
は
し
ば
し
ば
、
中
国
語
を
金
属
活
字
で
印
刷
す
る
と
い
う
課
題
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。

最
大
の
難
点
は
、
そ
の
文
字
の
数
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
比
較
的
頻
用
さ
れ
る
文
字
で
も
五
千
を
超
え
、

さ
ら
に
植
物
学
や
動
物
学
、
薬
学
の
著
作
に
い
た
っ
て
は
、
五
千
字
の
フ
ォ
ン
ト
で
さ
え
対
応
し
き
れ

な
い
ほ
ど
膨
大
な
活
字
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
万
字
あ
る
い
は
一
万
五
千
字
で
は
場
所
を
取
る
し
、

そ
の
使
用
も
難
し
い
。
そ
の
た
め
多
く
の
人
々
は
、
整
版
方
式
以
外
で
中
文
を
印
刷
す
る
こ
と
は
実
用

的
で
な
い
と
考
え
て
き
た
。
十
年
前
パ
リ
の
何
人
か
の
中
国
学
者
が
文
字
を
分
割
す
る
と
い
う
計
画
を

案
出
し
た
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
大
量
で
不
便
な
活
字
を
必
要
と
せ
ず
に
、
如
何
な
る
中
国
語
著
作

で
も
印
刷
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
時
中
国
伝
道
を
意
図
し
て
い
た
米
国
長
老
会
の
海
外
伝
道
部

は
、
母
型
の
一
組
を
入
手
し
、
こ
の
計
画
が
実
行
可
能
で
あ
る
か
を
実
地
に
テ
ス
ト
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
数
年
間
の
苦
労
の
末
（
大
部
分
は
伝
道
部
の
通
信
・
文
書
係

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が

）
、
計
画
が
か
な
り
の
程
度
熟
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
印
刷
機
と
母
型
が
今
年
、
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
活
字
が
鋳
造
さ
れ
、
印
刷
所
で
は

中
国
語
ま
た
は
英
語
で
印
刷
を
行
う
準
備
が
整
っ
た
の
で
あ
る
（
前
出
、
鈴
木
広
光

『
訳
稿（
下
）』よ
り

）
。

文
章
中
の
「
数
年
間
の
苦
労
」
か
ら
、
北
米
長
老
会
が
こ
の
分
合
活
字
の
母
型
を
購
入
し
た
の
は
一
八
四
〇

年
前
後
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
四
四
年
に
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
て
き
た
母
型
が
三
二
三
個
と
い
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
だ
け
で
足
り
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
残
り
の
母
型
は
は
後
送
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

☆
註
六
〇
…
…
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
プ
レ
ス　
カ
ル
カ

ッ
タ
の
北
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル
に
伝
道
拠
点
を
置
い
た
イ
ギ
リ
ス
バ

プ
テ
ス
ト
教
会
の
ケ
ア
リ
ー
、
マ
ー
シ
ュ
マ
ン
、
ワ
ー
ド
の
三

人
が
作
っ
た
印
刷
所
。
イ
ン
ド
諸
言
語
に
よ
る
聖
書
翻
訳
と
印

刷
を
行
う
。
ま
た
マ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
中
国
語
研
究
書
『
中
国
言

法
』
を
一
八
一
四
年
に
刊
行
。
こ
の
印
刷
所
が
持
っ
て
い
た
漢

字
活
字
は
三
種
類
で
あ
る
。



二
六
二

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
九―

一



二
六
三

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
九―

二



二
六
四

アイデアは秀、字形は不可

★
図
六
九―

三



アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
〇

二
六
五



二
六
六

⦿
ラ
ウ
リ
ー
の
文
章
か
ら
、
漢
字
活
字
の
開
発
で
は
彫
刻
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
漢
字
の
数
が
い
つ
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
欧
文
な
ら
た
か
だ
か
二
〜
三
百
で
す
み
ま
す
が
、
そ
の
三
〇
倍
、
五

〇
倍
の
文
字
数
を
彫
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
と
き
、
き
っ
と
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
思
い
を
味
わ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
十
年
前
パ
リ
の
何
人
か
の
中
国
学
者
が
文
字
を
分
割
す
る
計
画
を
案
出
」
と

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
学
者
と
は
ポ
テ
ィ
エ
と
パ
リ
大
学
教
授
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
（H

einrich 

Julius K
laproth

）
で
す
。
文
字
を
分
割
す
る
と
い
う
の
は
偏
旁
あ
る
い
は
冠
脚
を
別
々
に
作
っ
て
お
き
、
そ

れ
を
組
み
合
わ
せ
て
一
字
を
作
る
分
合
活
字
の
こ
と
で
す
。
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト
は
フ
ラ
ン
ス
王
立
印
刷
所
に
楷

書
体
活
字
の
開
発
を
提
案
し
、
一
八
三
〇
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
同
印
刷
所
の
父
型
彫
刻
師
ド
ラ
フ
ォ
ン

（D
elafond

）
が
偏
旁
の
分
合
活
字
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
作
っ
て
い
ま
す

★
図
七
一

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
語
を
作
り
ま
す
。
こ
れ
を
漢
字
に
応

用
し
、
少
な
い
単
位
に
分
割
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
彫
刻
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
字
は
極
端
に
少
な
く
な
る
は
ず
で
す
。
マ
カ
オ
の
長
老
会
印
刷
所

華
英
校
書
房
（
一
八
四
五
年
寧
波
に
移
っ
て
華
花
聖
経
書
房
、
六
〇

年
上
海
に
移
転
し
美
華
書
館
と
名
前
を
変
え
ま
す

）
が
導
入
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
分
合
活
字
の
内
訳
は
、

一
、
部
首
別
に
分
類
さ
れ
た
単
体
活
字　

一
、九
六
三
字

二
、
分
合
活
字

　
　
　
　

左
右
合
成　
　

三
分
の
一
幅　
　
　
　
　
　

九
八
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
分
の
二
幅　
　
　
　

一
、三
一
七
種

　
　
　
　

上
下
合
成　
　

三
分
の
一
幅　
　
　
　
　
　

五
〇
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
分
の
二
幅　
　
　
　
　

四
二
四
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計
三
、八
五
二
種

アイデアは秀、字形は不可

分
合
活
字
は

ν
の
く
ら
い

彫
刻
す
れ
ば

よ
い
の
か

★
図
七
一
…
…
フ
ラ
ン
ス
王
立
印
刷
所
の
楷
書
体
分
合
活
字
。

一
八
三
〇
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
東
洋
学
者
ク
ラ
プ
ロ
ー
ト

の
指
導
で
ド
ラ
フ
ォ
ン
が
彫
っ
た
一
八
ポ
イ
ン
ト
楷
書
体
活
字
。

分
合
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
最
初
の
も
の
。 

﹇
二
六
八
頁
参
照
﹈



二
六
七

で
す
。
こ
の
分
合
活
字
の
総
数
見
本
帳Characters Form

ed by the D
ivisible Type Belonging to 

the Chinese M
ission of the Board of Foreign M

ission of the Presbyterian Church in the 

U
nited States of Am

erica

（
一
八
四
四
年
刊
。『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
長
老
会
海
外
伝
道
会

議
の
中
国
伝
道
会
が
所
有
す
る
分
合
活
字
に
よ
る
文
字
』

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
漢
字
は

二
二
、八
四
一
字
で
、
後
に
九
一
七
字
が
追
加
さ
れ
総
計
は
二
、三
七
五
八
字
に
な
り
ま
す

★
図
七
二

。
単
体
漢
字
を
除

き
ま
す
と
、
一
、九
三
九
種
の
分
合
活
字
で
作
ら
れ
る
漢
字
は
二
一
、七
九
五
字
で
す
。
分
合
に
す
る
こ
と
で

そ
の
一
〇
倍
の
漢
字
が
作
れ
る
と
思
う
と
凄
い
シ
ス
テ
ム
で
す
ね
。

こ
の
活
字
を
彫
っ
た
ル
グ
ラ
ン
は
、
一
八
五
九
年
パ
リ
で
見
本
帳Spécim
en de Caractères Chinois

『a ち
よ
う

新
刻
聚
珍
漢
活
字
』
を
出
し
て
い
ま
す
。
長
老
会
の
見
本
帳
に
く
ら
べ
て
若
干
文
字
数
は
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、

一
、
部
首
別
に
分
類
さ
れ
た
単
体
活
字　
　
　
　

二
、一
五
一
字

二
、
左
右
合
成
／
上
下
合
成
用
の
三
分
の
一
幅　
　

一
六
九
種

三
、
左
右
合
成
用
三
分
の
二
幅　
　
　
　
　
　
　

一
、四
四
〇
種

四
、
上
下
合
成
用
三
分
の
二
幅　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
〇
種

の
、
合
計
四
、二
二
〇
種
で
す
。
分
合
活
字
を
使
っ
て
合
成
で
き
る
漢
字
は
三
万
か
ら
三
万
二
千
字
で
あ
る

と
い
い
ま
す

★
図
七
三

。

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
三
…
…
一
八
五
九
年
刊
、
ル
グ
ラ
ン
の
分
合
活
字
見
本

帳
。
三
分
の
一
幅
の
部
首
と
三
分
の
二
幅
の
旁
。

﹇
二
七
一
〜
二
七
四
頁
参
照
﹈

★
図
七
二
…
…
一
八
四
四
年
、
マ
カ
オ
の
北
米
長
老
会
印
刷
所 

Presbyterian M
ission Press 

刊
の
一
六
ポ
イ
ン
ト
分
合
活

字
総
数
見
本
帳
。
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
が
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
い
と

指
摘
し
た
「
竹
」
冠
と
、「
草
」
冠
の
頁
。「
竹
」
冠
が
右
に
ず

れ
て
見
え
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
草
」
冠
も
大
き
い
。

 

﹇
二
六
九
・
二
七
〇
頁
参
照
﹈



二
六
八

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
一



アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
二―

一

二
六
九



アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
二―

二

二
七
〇



二
七
一

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
三―

一



二
七
二

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
三―

二



二
七
三

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
三―

三



二
七
四

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
三―

四



二
七
五

⦿
Chinese Recorder

第
六
巻
第
一
号
（
一
八
七
五
年

一
〜
二
月

）
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

（Sam
uel W

ells W
illiam

s

）
は
「M

ovable Type for Printing Chinese

」
を
執
筆
し
、
パ
リ
製
の
分
合

活
字
の
欠
陥
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
母
型
一
式
は
一
八
四
四
年
中
国
に
持
ち
こ
ま
れ
、
ア
メ
リ
カ
長
老
会
の
宗
教
関
係
の
印
刷
に
主
と

し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
字
は
外
国
人
技
術
者
が
苦
労
し
て
作
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
中
国
人
の

嗜
好
に
合
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
驚
く
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
。
画
線
が
細
す
ぎ
、
終
筆
が
小
さ
な
ハ
ネ

で
終
る
こ
と
が
多
く
、筆
で
書
か
れ
た
文
字
と
は
異
な
る
形
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、例
え
ば
「
材
」

の
よ
う
に
偏
と
同
じ
大
き
さ
の
三
画
の
旁
を
組
み
合
わ
せ
た
場
合
、
文
字
各
部
分
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

が
生
じ
ま
す
し
、
二マ

マ十
画
の
「
欏
」
な
ど
で
は
そ
の
姿
形
は
心
地
よ
く
な
く
あ
ま
り
使
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
合
成
に
よ
る
姿
形
の
崩
れ
は
「b
」
や
「c

」
な
ど
上
下
合
成
の
文
字
で
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
た
文
字
が
多
い
と
ペ
ー
ジ
全
体
の
美
観
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
し
か
し
条
件
つ
き
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
合
成
に
よ
る
方
法
は
便
利
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

中
国
人
の
好
み
に
合
わ
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
合
成
字
を
見
る
と
た
し
か
に
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
た
字

が
多
く
、
中
国
人
だ
け
で
な
く
日
本
人
で
も
こ
の
字
形
で
は
満
足
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
偏
の
幅
は
旁
の
画

数
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
し
、
冠
も
脚
に
く
る
文
字
の
複
雑
さ
に
よ
っ
て
上
下
幅
が
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
ま

す
。
そ
れ
を
三
分
の
一
と
三
分
の
二
に
固
定
化
・
単
一
化
す
る
こ
と
は
、
本
来
持
っ
て
い
る
文
字
の
バ
ラ
ン

ス
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
漢
字
は
同
じ
部
分
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
そ
の
各

部
分
は
文
字
に
よ
っ
て
線
の
位
置
、
長
さ
、
幅
が
変
わ
る
こ
と
で
一
字
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
ま
す
。

分
合
活
字
は
金
属
の
ボ
デ
ィ
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
活
字
ボ
デ
ィ
を
超
え
て
線
を
設
定
で
き
な
い
、
た
と

え
ば
偏
旁
構
造
の
文
字
で
旁
の
ハ
ラ
イ
な
ど
が
偏
の
ボ
デ
ィ
部
分
に
伸
び
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
単
体
活

アイデアは秀、字形は不可

分
合
活
字
は

致
命
的
欠
陥
А

持
っ
て
い
た



二
七
六

字
で
あ
れ
ば
正
方
の
活
字
表
面
の
中
で
自
由
に
線
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
分
合
で
は
中
途
半
端
な

印
象
を
残
す
だ
け
で
す
。

本
木
昌
造
が
美
華
書
館
か
ら
導
入
し
た
三
号
は
こ
の
分
合
活
字
で
し
た
が
、
明
治
五
年
の
「
崎
陽
新
塾
製

造
活
字
目
録
」
（
一
七
頁
、
図
七
）
の
掲
載
活
字
八
字
に
は
分
合
は
な
く
す
べ
て
単
体
活
字
で
す
の
で
、
こ
こ

か
ら
分
合
活
字
の
欠
陥
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
導
入
さ
れ
た
分
合
活
字
三
号
は
、
組
み
合
わ
せ

て
一
字
を
作
る
と
い
う
植
字
の
面
倒
さ
と
、
字
形
の
不
備
も
あ
っ
て
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
早
い
時
期
に
新
刻
さ
れ
た
単
体
文
字
に
き
り
か
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
老
会
印
刷
所
の
所
有
す
る
活
字
は
こ
の
一
六
ポ
イ
ン
ト
分
合
活
字
だ
け
で
し
た
が
、
書
籍
を
印
刷
し
よ

う
と
す
れ
ば
一
サ
イ
ズ
で
は
足
り
ず
、
ど
う
し
て
も
何
種
類
か
の
サ
イ
ズ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
前
に
も
書

き
ま
し
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
ダ
イ
ア
が
開
発
中
の
大
型
サ
イ
ズ
と
小
型
サ
イ
ズ
の
書
体
は
、
彼
の
死

（
一
八
四
三
年
）
に
よ
っ
て
、
完
成
は
先
の
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
ベ
ル
リ
ン
の
活
字
鋳
造
業
者
バ

イ
エ
ル
ハ
ウ
ス
（August Beyerhaus

）
が
援
助
を
申
し
出
ま
す
。
バ
イ
エ
ル
ハ
ウ
ス
は
ダ
イ
ア
が
開
発
を
進

め
て
い
た
二
つ
の
サ
イ
ズ
の
間
の
サ
イ
ズ
で
、
分
合
活
字
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
に
よ
れ
ば
父
型
の
彫
刻
数
は
約
三
、二
〇
〇
字
。
そ
し
て
そ
の
サ
ン
プ
ル
を

見
た
感
想
と
し
て
「
ル
グ
ラ
ン
氏
が
パ
リ
で
作
っ
た
分
合
活
字
よ
り
も
は
る
か
に
優
雅
な
姿
形
を
し
て
い

る
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
開
発
速
度
は
遅
く
、
母
型
が
寧
波
の
華
花
聖
経
書
房
に
届
い
た
の
は
開
発

開
始
か
ら
一
五
年
目
の
一
八
五
九
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
活
字
はD

ouble Sm
all Pica

二
二
ポ
イ
ン

ト
で
、『
教
会
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
美
華
書
館
活
字
広
告
（
五
頁
、
図
一―

一
）
中
の
右
上
が
り
の
構
造
を
持

つ
二
号
で
す
。

ル
グ
ラ
ン
の
分
合
活
字
の
字
形
で
問
題
と
な
っ
た
上
下
合
成
を
や
め
、
偏
旁
の
左
右
合
成
だ
け
に
し
て
い

ま
す

★
図
七
四

。
バ
イ
エ
ル
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
一
八
四
〇
年
に
北
ド
イ
ツ

の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
グ
で
刊
行
さ
れ
たG

utenbergs-Album

に
は
、
バ
イ
エ
ル
ハ
ウ
ス
が
作
っ
た
楷

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
四
…
…
二
号
分
合
活
字 

一
八
六
一
年
上
海
美
華
書
館

印
刷
『
天
路
指
南
』。
寧
波
の
長
老
会
印
刷
所
華
花
聖
経
書
房

は
六
〇
年
一
二
月
上
海
に
移
転
し
て
美
華
書
館
と
改
称
し
た
。

バ
イ
エ
ル
ハ
ウ
ス
の
二
号
分
合
活
字
が
寧
波
に
到
着
し
た
の
が

五
九
年
な
の
で
、
こ
の
本
は
二
号
を
使
っ
た
早
い
時
期
の
刊
行

物
と
い
え
る
。 

﹇
二
七
七
・
二
七
八
頁
参
照
﹈



二
七
七

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
四―

一



二
七
八

アイデアは秀、字形は不可

★
図
七
四―

二



二
七
九

★
図
七
五
…
…
バ
イ
エ
ル
ハ
ウ
ス
の
楷
書
体
活
字 

一
八
四
〇

年
刊
行
のG

utenbergs-A
lbum

に
収
録
。
後
ろ
か
ら
三
行

目
「
石
」
が
転
倒
し
て
い
る
。 

﹇
二
八
〇
頁
参
照
﹈

書
活
字
一
二
八
字
の
見
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
か
な
り
早
い
時
期
に
漢
字
活
字
を
作
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す

★
図
七
五

。

分
合
活
字
の
考
え
方
は
、
彫
刻
す
る
漢
字
数
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
が
、
金
属
の
ボ
デ

ィ
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
制
約
も
あ
っ
て
、
字
形
の
完
成
度
に
恨
み
を
残
し
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
の
デ
ジ

タ
ル
フ
ォ
ン
ト
の
漢
字
の
多
く
は
、
い
ろ
い
ろ
な
部
分
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
の
で
、

こ
れ
は
分
合
活
字
の
考
え
方
と
同
じ
で
す
。
金
属
の
分
合
活
字
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
ボ
デ
ィ
は
仮
想
の
存
在

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
優
れ
た
書
体
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
は
昔
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
整

い
ま
し
た
が
、
し
か
し
、
字
形
の
優
劣
を
決
め
る
の
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
豊
か
な
経
験
と
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
セ

ン
ス
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
参
考
文
献
・
関
連
書
籍

●『
中
国
印
刷
史
』
張
秀
民
著
、
上
海
人
民
出
版
社
、

　

一
九
八
九
年

●『
本
と
活
字
の
歴
史
事
典
』
印
刷
史
研
究
会
編
、
柏
書
房
、

　

二
〇
〇
〇
年

●『
印
刷
史
研
究
』
第
一
号
、
印
刷
史
研
究
会
、
一
九
九
五
年

●『
印
刷
史
研
究
』
第
二
号
、
印
刷
史
研
究
会
、
一
九
九
六
年

●『
印
刷
史
研
究
』
第
三
号
、
印
刷
史
研
究
会
、
一
九
九
六
年

⦿
組
版
仕
様

　
書
体
＝
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
Pro W

3
（
漢
字
・
欧
文
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）＋
築
地
体
三
号
細
仮
名
（
仮
名
，「
日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選
」
よ
り
）

　
見
出
し
＝
サ
イ
ズ
：
60
級
／
中
見
出
し
＝
サ
イ
ズ
：
32
級
，
字
送
り
：
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ナ
ル
，
行
送
り
：
40
歯

　
本
文
＝
サ
イ
ズ
：
16
級
，
字
送
り
：
16
歯
，
行
送
り
：
30
歯
，
1
行
：
41
字
詰
め
・
22
行

　
脚
注
＝
サ
イ
ズ
：
10
級
，
字
送
り
：
10
歯
，
行
送
り
：
13
歯
，
1
行
：
21
字
詰
め
・
50
行

⦿
発
行
＝
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
　
⦿
デ
ザ
イ
ン
・
組
版
＝
向
井
裕
一
（
glyph

）　
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アイデアは秀、字形は不可
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